
【取組内容①】 国語科での個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・教師の発問に対して、個別に読

む時間を設定ながら全員で課題解

決していく。

・教科書、ノートを使って学習を

進めていくことが中心。

・児童１人１人の目的に応じて主

体的に活動できる。

・情報の取捨選択を迫られる場面

が増える。（必要な情報を選び出

す力）

・タブレット型端末の効果的な活

用を考える。（シンキングツール、

ミラーリングによる発表）

・学ぶ方法を自ら考える。

これまでの国語科の授業 アウトプットを目標においた単元構成 児童の変容

「タブレット型端末を活用する」ためにどうするかではなく、
児童にどのような内容をアウトプットさせるかを考え、単元を
構成していく。そうすることで、児童が自ら考える場面が増え
ていく。



【取組内容①】 国語科での個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

授業の実際 段
階
場
面

主な学習活動 ICT機器活用のポイント

展

開

防災について発表す
るために、項目ごとに
調べたことをまとめる。

本時について、活用の仕方について特別な指導
は行わなかった。発表を目指して児童が活動する
中で、まとめ方を工夫する児童が表れた。

型は指定せずに、自分が発表しやすいようにま
とめさせた。



【取組内容①】 体育科での個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

・手本は授業中に見せるか別の時

間に全員で教室内で見せるしかな

かった。

・必要に応じて児童を集め、運動

のコツを伝えたり、話し合わせた

りしなければならなかった。

・児童によっては目で見ても運動

のコツができているか分からな

かった。

・手本を配信することでいつでも

正しい動きが確認できる。

・動画を確認しながら本時に身に

付ける技能について話し合うこと

ができる。

・本時に取り扱う技能以外でも教

師の声かけによって動画を見て、

各児童の課題に沿った活動が可能

になる。

・運動を見る目が養われてくると

タブレット型端末を使用しなくて

も友達の運動を見ながら互いにア

ドバイスができるようになる。

（場合によっては、タブレット型

端末を使用するより効率的に活動

できる。また、運動時間のさらな

る確保につながる）

これまでの体育科の授業 ICT機器を活用した授業 活用が進むと・・・

タブレット型端末を活用することで児童が客観的な視点で運
動の技能について協働的に学ぶことができる。また、本時のね
らいだけでなく、個別の課題についても主体的に学ぶことがで
きる。



【取組内容①】 体育科での個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

授業の実際

段階
場面

主な学習活動 ICT機器活用のポイント

展開

チームでバトンパスの練習
をし、その様子を撮影する。

本時に身に付けたいポイントを絞ることで技能のコツなどを共
有しやすくする。
事前に手本となる動画を送信し、正しいバトンパスと自分のた

ちのバトンパスを比較できるようにする。

グループで活動することで、「運動する児童」と「撮影する
児童」に分かれることができるようにした。



【取組内容②】 ウェブ会議ソフトを使ったオンライン見学

様式B-５

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

実際の見学 オンライン見学 ゲストティーチャー

・実際に製品や機
械を見ることがで
きる。
・説明されたもの
以外のものも見る
ことができる。

・大人数でも全員
が同じ視点で見学
できる。
・短時間ででき、
日程の調整がしや
すい。
・機械や製品を見
ることができる。
・録画しておくこ
とで繰り返し視聴
できる。

・短時間でできる。
・小さなものであ
れば見ることもで
きる。

・日程、バス予約
の可否、料金など
の問題がある。

・直接見ることが
できない。
・視点が固定され
る。

・オンラインに比
べて日程が調整し
にくい。

それぞれの良さは
あるが、時間的・コ
スト的にオンライン
見学は実施しやすい。
相手方がICT機器の使
用が苦手でも教員が
１人訪問すれば実施
できる。



【取組内容②】 ウェブ会議ソフトを使ったオンライン見学

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

段階
場面

主な学習活動 ICT機器活用のポイント

展開

オンラインで大堀相馬焼の
窯元を見学し、分かったこと
をワークシートにまとめる。

窯元に解説をしていただきながら、製作している様子を見学
する。
難しい語句は教師が易しい言葉に言い換えて説明する。

授業の実際

事前に見学先を訪問し、児童の課題や単元・学習のねらいについて説明し、ねらいに沿って
説明していただけるようにした。



【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

持ち帰りに際して、保護者の不安や不満につながらないように安全にきまりを
守ってタブレット型端末を使用するため、持ち帰りのルールを設定した。児童が
家庭学習でのタブレット型端末活用に慣れてきたら、徐々に課題の種類を増やし
ていく。
また、持ち帰りを開始する前に児童を集め、説明会を行った。



【取組内容④】 対話的・協働的な教員研修につながるクラウド活用

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

これまでの校内研修や教員間の連絡は紙ベースで行ってきた。

タブレット型端末のアプリを活用して、デジタル化を図った。
・Googleアプリ（classroom、フォーム、meetなど）
・ファイル共有アプリ

はじめはタブレット型端末での研修やアンケートの回答に苦戦する教
員の姿もあったが、タブレット型端末での記入に制限することで活用に
慣れてきた。



【取組内容④】 対話的・協働的な教員研修につながるクラウド活用

矢吹町立善郷小学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-９

デジタル化することで、研究授業の時には、
事前検討会での内容等も踏まえながら協議を
行うことができた。
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